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１．２０１８年３月期第２四半期決算概要 

  ・業績の概要 

  ・営業利益変動要因分析 

  ・資産・負債・純資産 

  ・財務体質の健全化に向けた推移 

 

２．各事業セグメントの状況 

  ・セグメント別 業績の概要 

  ・高分子事業の状況 

  ・機能材事業の状況 

  ・繊維事業の状況 

  ・その他の状況 

内容 

３．２０１８年３月期通期業績予想 

  ・２０１８年３月期通期業績予想 

  ・営業利益変動要因分析（予想修正後） 

  ・セグメント別業績予想 

  ・３つのＧの実現～“Ｇｒｏｗｔｈ”に向けた主施策と“Ｇｌｏｂａｌ”展開 

 

 補足資料 

  ・主要施策の進捗 

  ・国内シェア優位事業 

  ・事業構成 
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業績の概要  

主力のフィルム事業が好調に
推移したことなどが影響し、
増収。 

連結会計制度の導入以来、上
期の純利益としては、最高益
を更新。 

連結合計 
（金額単位：億円） 

１６年上期 

実績  

１７年上期 

実績 

前年同期比 

金額 率 

売上高 ６２６ ６３１ ＋５ ＋１％ 

営業利益 ６３ ５８ ▲５ ▲８％ 

 営業利益率 １０．０％ ９．２％ (▲０．８％) ー 

営業外収益 ５ ６ ＋１ ー 

営業外費用 ２６ １１ ▲１６ ー 

経常利益 ４１ ５３ ＋１２ ＋２９％ 

特別利益 ２ ４ ＋２ ー 

特別損失 ３ ２ ▲１ ー 

税金等調整前四半期純利益 ４０ ５５ ＋１５ ー 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 
３６ ４８ ＋１２ ＋３３％ 

減価償却費 ２１ ２２ ＋１ ＋５％ 

設備投資 ２８ ２２ ▲６ ▲２２％ 

原燃料価格の上昇などによる
マイナス影響を受け、減益。 

外貨建て資産の為替影響の改 
 
善や支払利息の減少などによ 
 
り、営業外損益はプラスに影響。 
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（金額単位：億円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

原燃料 
価格変動 
▲１０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５８ 

２０１６年上期 ２０１７年上期 

▲５ 

販売数量 
商品構成 

＋５ 
 
 
 
 
 
 

営業利益変動要因分析 

 
 
 

売値 
＋１ 

 
 
 
 
 
 

６３ 

 
 
 
 
 
 
 
 

コスト要因 
その他 
▲１ 
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資産・負債・純資産 

（金額単位：億円） ２０１７年３月末 ２０１７年９月末 増減 

資産合計 ２，１１９ １，９９４ ▲１２５ 

流動資産 １，０１６ ８９２ ▲１２４ 

固定資産 １，１０３ １，１０２ ▲０ 

負債合計 １，６６６ １，６２５ ▲４１ 

純資産合計 ４５３ ３６９ ▲８３ 

株主資本 ４０６ ３２４ ▲８２ 

その他の包括利益累計額 １３ １２ ▲１ 

非支配株主持分 ３４ ３４ ▲１ 

有利子負債 １，０９３ １，０６７ ▲２７ 

自己資本比率 １９．７％ １６．８％ ▲２．９％ 
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財務体質健全化に向けた推移 
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有利子負債、自己資本比率の推移 

有利子負債 自己資本比率 

財務体質の健全化 
 
■有利子負債削減 
２０１６年度で残高１，０９３億円。
２０１７年上期で１，０６７億円とな
り、着実に改善している。 
現預金を差し引いたネット有利子
負債は８３２億円。 
 
■自己資本比率 
C種種類株式を6月末に償還した
ため、２０１７年上期は２０１６年度
と比較して２．９ポイント減少し 
１６．８％となった。 
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セグメント別 業績の概要  

セグメント別 

（金額単位：億円） 

１６年上期 

実績 

１７年上期 

実績 

前年同期比 

金額 率 

売上高 ６２６ ６３１ ＋５ ＋１％ 

高分子事業 ２７６ ２８４ ＋８ ＋３％ 

機能材事業 ５９ ６２ ＋２ ＋４％ 

繊維事業 ２７４ ２６６ ▲８ ▲３％ 

その他 １７ １９ ＋２ ＋１４％ 

営業利益 ６３ ５８ ▲５ ▲８％ 

高分子事業 ５２ ４７ ▲５ ▲１０％ 

機能材事業 ６ ６ ＋１ ＋１４％ 

繊維事業 ８ ６ ▲２ ▲２０％ 

その他 ▲３ ▲２ ＋１    － 
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高分子事業の状況 

□フィルム 
〔増収・減益〕 

包装分野 
コンビニ商品向けなどの需要が増加。海外でも、アジア市況の好調
を背景に、インドネシア子会社の生産量を拡大し、販売数量が増
加。バリアナイロンフィルム「エンブレムHG」も収益増加に貢献。 
工業分野 
半導体用途など電気・電子機器分野の需要が好調。耐熱ポリアミド
フィルム「ユニアミド」やシリコーンフリー離型ＰＥＴフィルム「ユニ
ピール」などの高付加価値品の販売も堅調に推移。 

□樹脂 
〔増収・減益〕 
※その他を含める 
  と売上横ばい 

ナイロン樹脂 
競争激化の中、収益が減少。 
飽和共重合ポリエステル樹脂「エリーテル」、 
    環境配慮型水性エマルション「アローベース」 
太陽電池用途などで需要が減少。 
ポリアリレート樹脂「Ｕポリマー」 
情報端末機器用途や海外向け自動車用途で好調に推移。 

□不織布 
〔売上横ばい・ 
    減益〕 

ポリエステルスパンボンド 
農業用途やインテリア関連分野などで堅調、土木や建築材料用途
などで低調に推移。 
コットンスパンレース 
国内のスキンケア用品など生活資材用途で引き続き好調に推移し、
輸出も増加。 

フィルム事業が好調も、原燃料価格の上昇などにより、減益 

（金額単位：億円） １６年上期 １７年上期 増減 

高分子事業 売上高 ２７６ ２８４ ＋８ 

フィルム １４５ １５３ ＋８ 

樹脂・他 ８０ ８０ ＋０ 

不織布 ５０ ５０ ＋０ 

高分子事業 営業利益 ５２ ４７ ▲５ 
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機能材事業の状況 

□機能材 
〔増収・増益〕 

ガラス繊維・産業資材分野 
建築土木用途の販売が低調も、環境関連用途は堅
調に推移。 

ガラス繊維・電子材料分野 
ICクロスは、情報端末機器用途での需要が回復し、
超薄物タイプなど高付加価値品の販売が増加。 

ガラスビーズ 
自動車部品用途や電子部品用途で売上が増加し、
ロードマーキング用途や反射材用途も堅調に推移
したが、ユーティリティコストの上昇などの影響を受
けた。 

活性炭繊維（ACF） 
主力の浄水器用途で需要が回復し、自動車向けＶ
ＯＣ除去フィルターや工業用フィルター用途は前期
に引き続き堅調に推移。 

ガラス繊維は、電子材料分野で需要が回復 

（金額単位：億円） １６年上期 １７年上期 増減 

機能材事業 売上高 ５９ ６２ ＋２ 

ガラス繊維 ３４ ３６ ＋２ 

ガラスビーズ関連 １４ １４ ▲０ 

ＡＣＦ １１ １２ ＋１ 

機能材事業 営業利益 ６ ６ ＋１ 
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（金額単位：億円） １６年上期 １７年上期 増減 

繊維事業 売上高 ２７４ ２６６ ▲８ 

産業繊維 ６３ ５６ ▲７ 

衣料繊維・他 ２１１ ２１０ ▲０ 

繊維事業 営業利益 ８ ６ ▲２ 
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繊維事業の状況 

□繊維 
〔減収・減益〕 

産業繊維 
構造改革の実施により事業規模が縮小。 
ポリエステル短繊維は、複合繊維などの高
付加価値品の販売が堅調に推移、前年同
期並みの売上を確保。 
ポリエステル高強力糸は、建築資材用途な
どで低調に推移し売上が減少したが、高付
加価値品の販売は伸張し、計画通りの収益
を確保。 

衣料繊維 
ユニフォーム分野は、ワーキング用途を中
心に好調に推移。 
レディス分野や寝装分野での需要が低迷し、
売上は減少。 
海外では、デニムの需要が回復し、好調に
推移。 

産業繊維は、構造改革の実施により、事業規模が縮小 

売上高 
２７４ 

営業利益 
８ 

１６年上期 １７年上期 

２６６ 

６ 
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その他の状況 

□その他 
〔増収・増益〕 

ユニチカ設備技術㈱ 
耐火スクリーンの不具合懸念に伴う是正工事は、 
９９％進捗。労務費等が縮小し、前年同期に比べ赤
字幅は縮小。 
 

◆その他の関連会社は、好調に推移。 

耐火スクリーンの是正工事の進捗により、営業赤字が縮小 

（金額単位：億円） １６年上期 １７年上期 増減 

その他 売上高 １７ １９ ＋２ 

その他 営業利益 ▲３ ▲２ ＋１ 
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２０１８年３月期通期業績予想 

更なる飛躍に向け成長への基盤固めを行う 

(金額単位：億円) 
２０１６年度 
通期実績 

２０１７年度 
通期予想 

前期比 
増減 

２０１７年度 下期前提 

売上高 １，２６２ １，３１０ ＋４８ 原油（＄／バレル） ５５ 

営業利益 １２５ １１０ ▲１５ 為替（円／＄） １１０ 

経常利益 １０５ ９８ ▲７ 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 

７４ ７５ ＋１ 

当社グループは、２０１７年度を初年度とする３ヵ年計画
「“Ｇ”ｒｏｕｎｄ ２０ ～ｔｏ Ｔｈｅ Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ」を
策定し、本中期経営計画に掲げる３つの“Ｇ”（Ｇｒｏｗｔｈ、
Ｇｌｏｂａｌ、Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ）の実現に努め、更なる飛
躍に向けた成長への基盤固めを行う。 
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（金額単位：億円）  
原燃料 

価格変動 
（ﾈｯﾄ影響） 

▲１６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１０ 

２０１６年度 
実績 

２０１７年度 
予想 

▲１５ 

 
施策 
効果 
＋８ 

 
 
 
 
 
 
 

営業利益変動要因分析（予想修正後） 

 
収益 
改善 
▲２ 

 
 
 
 
 
 

 
 

その他 
▲５ 

 
 
 
 
 
 

１２５ 
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セグメント別業績予想 

(金額単位：億円) 
売上高 営業利益 

主な施策 
２０１６年度
通期実績 

２０１７年度 
通期予想 

前期比 
増減 

２０１６年度
通期実績 

２０１７年度 
通期予想 

前期比 
増減 

高分子事業 ５５１ ６００ ＋４９ １００ ８７ ▲１３ 

包装フィルムは、原燃料価格や為替の変動に柔軟に
対応し、シェアの維持に努めると共に、「エンブレムHG
」など高付加価値品の拡販に注力。 

工業フィルムは、「ユニアミド」や「ユニピール」などの高
付加価値品の拡販により収益強化。 

ナイロン樹脂は、ナノコンメタリックなど高付加価値品
の海外拡販の強化。「Ｕポリマー」は、引き続き海外拡
販や用途拡大を進め、生産能力を増強。 

不織布は、タスコでの生産能力増強を梃子にし、カー
ペット用途、自動車部品用途で拡販。 

機能材事業 １２１ １２５ ＋４ １１ １２ ＋１ 

ガラス繊維は、提案型の営業活動による顧客深耕や
新規案件の早期取り込みにより拡販。 

活性炭繊維は、フィルターの高性能化を更に進め、浄
水器用途での拡販や海外での事業を開拓。 

繊維事業 ５５５ ５６０ ＋５ １９ １５ ▲４ 

産業繊維は、複合繊維など高付加価値品の比率を高
め、収益体質を更に強化。 

衣料繊維は、原糸・原繊開発に注力すると共に、海外
サプライチェーンの活用を更に加速。 

その他 ３５ ２５ ▲１０ ▲６ ▲４ ＋２ 耐火スクリーン是正対応の完了。 

合計 １，２６２ １，３１０ ＋４８ １２５ １１０ ▲１５ 
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国内市場              グローバル市場 
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強 

(ﾌｨﾙﾑ)  エンブレムアジア グローバル市場拡大 (⇒次機台検討)  
(不織布) ＴＵＳＣＯ３号機稼動 ⇒ グローバルシェア拡大 

(ﾌｨﾙﾑ) バリアナイロンフイルムの展開 

(ACF)活性炭繊維空気浄化用 
フィルター拡販、海外市場開拓 

３つのＧの実現 ～ “Ｇｒｏｗｔｈ”に向けた主施策と“Ｇｌｏｂａｌ”展開 

(不織布) スパンレース 
     アジア市場開拓 

(樹脂) 「アローベース」拡大 

(ﾌｨﾙﾑ) 工業用ＰＥＴ「ユニピール」拡販  
(樹脂) 高機能性ＰＥＴ拡販 

(樹脂) 「Ｕポリマー」拡販 

Global 

Ｇｒｏｗｔｈ 

 ■ ユニチカアドバンス(タイ) 設立 (樹脂コンパウンド事業強化など) 
  ■ ニューヨーク事務所設置 (米国向け事業展開強化など)      

(ﾌｨﾙﾑ) 耐熱ポリアミドフィルム 
     「ユニアミド」拡大 

(ｶﾞﾗｽ繊維) 産業資材・電材用途拡販  
(ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ) 高精度ﾋﾞｰｽﾞ拡販  
(産業繊維) ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ短繊維拡販 
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１．２０１８年３月期第２四半期決算概要 

  ・業績の概要 

  ・営業利益変動要因分析 

  ・資産・負債・純資産 

  ・財務体質の健全化に向けた推移 

 

２．各事業セグメントの状況  

  ・セグメント別 業績の概要  

  ・高分子事業の状況 

  ・機能材事業の状況 

  ・繊維事業の状況 

  ・その他の状況 

内容 

３．２０１８年３月期通期業績予想 

  ・２０１８年３月期通期業績予想 

  ・営業利益変動要因分析（修正後） 

  ・セグメント別業績予想 

  ・３つのＧの実現～“Ｇｒｏｗｔｈ”に向けた主施策と“Ｇｌｏｂａｌ”展開 

   

 補足資料 

  ・主要施策の進捗 

  ・国内シェア優位事業 

  ・事業構成 
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主要施策の進捗 

施策 進捗状況（前年同期比） 評価 

フィルム 

エンブレムアジア製品のグローバル市場
拡大 

アジア市況の回復と生産性の向上に
ともない、売上高は１．１倍に拡大。 

○ 

バリアナイロンフィルム「エンブレムHG」の
展開 

惣菜やレトルトコーン向けなどに採
用が拡大しており、売上高は２．０倍
に拡大。 

○ 
 

耐熱ポリアミドフィルム「ユニアミド」の拡大 
情報端末機器向けを中心に採用拡
大しており、売上高は１．１倍に拡大。 

○ 
 

工業用PETフィルムの拡販 
シリコーンフリー離型ＰＥＴフィルム
「ユニピール」を国内外に拡販中。 
売上高は１．８倍に拡大。 

○ 

成長戦略（高分子セグメント） 
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施策 進捗状況（前年同期比） 評価 

樹脂 

「アローベース」の拡大 
国内メーカー向け太陽電池用途の
需要が減少。 

△ 

「Ｕポリマー」の拡販 
情報端末機器用途に加え、海外向
け自動車部品用途でも販売が拡大
し、売上高は１．７倍※に拡大。 

○ 

高機能性ＰＥＴの拡販 
化粧品ボトル用途などの差別化アイ
テムの販売が増加し、売上高は 
１．６倍に拡大。 

○ 

成長戦略（高分子セグメント） 

主要施策の進捗 

※：既存用途を含む 
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施策 進捗状況 評価 

活性炭
繊維 

（ＡＣＦ） 

空気浄化用フィルターの拡販による海外
市場の開拓 

中国を中心に自動車室内ＶＯＣ除
去フィルターの販売が堅調に推移。 

○ 

ガラス 
繊維 

産業資材・電材用途（特殊クロス等）の拡
販 

電子材料分野のＩＣクロスで超薄物
タイプの販売が増加。 

○ 

ガラス 
ビーズ 

需要拡大が見込まれる高精度ガラスビー
ズの生産強化・拡販 

新規にユーザーを獲得し、販売が拡
大。 

○ 

産業 
繊維 

新規商品の投入によるポリエステル繊維の拡販 ユーザー評価中。 △ 

成長戦略（機能材、繊維セグメント） 

主要施策の進捗 
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国内シェア優位事業 

※シェアは当社推定 

製品 
国内 
シェア 

主な用途 当社の強み 

高分子 

ナイロンフィルム 
４０％ 
（１位） 

食品包装用 
（世界シェア 約15%） 

同時二軸延伸技術 
商品のバリエーション 

ポリエステルスパンボンド 
３５％ 
（１位） 

自動車内装、建築、土木資材 
農業資材、衛生材料、生活資材 

複合繊維化技術 

コットンスパンレース 
６０％ 
（１位） 

衛生材料、生活資材、医療資材 天然素材のシート化技術 

ポリアリレート樹脂 
当社 
独自 

自動車部品、電気・精密機器部材 耐熱性・透明性 

機能材 

ガラスクロス（産業用） 
２０％ 
（２位） 

フィルター素材、ＦＲＰ用、建築 
土木資材 

原繊・製織技術 

ガラスビーズ 
４０％ 
（1位） 

各種反射材、工業用ビーズ 商品のバリエーション 
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事業構成 

高分子事業（売上高構成比  ４５％） 
◆フィルム ナイロンフィルム 
         ポリエステルフィルム 
◆樹脂   ナイロン樹脂 
               ポリエステル樹脂 
               ポリアリレート樹脂 
◆不織布   ポリエステルスパンボンド 
               スパンレース 

機能材事業（売上高構成比  １０％） 
◆ガラス繊維 
◆ガラスビーズ 
◆活性炭繊維 

繊維事業（売上高構成比  ４２％） 
◆産業繊維 ポリエステル高強力糸 
           ポリエステル短繊維 等 
◆衣料繊維 ユニフォーム 
           一般・婦人衣料素材 
           スポーツ衣料素材 等 

その他（売上高構成比  ３％）  
 

１７年上期 
売上高 
６３１億円 
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ご注意 

本資料中の予想は、現時点における将来の経済環境予想等の仮
定に基づいております。実際の業績は、今後の種々の要因によっ
て異なる結果となる可能性があります。 
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